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理
事
長

　瀧
本
典
彦

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

私
た
ち
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
に
協
賛
し
て
い
ま
す
。

賛
助
会
員（
順
序
不
同
）

•
三
ケ
日
町
農
業
協
同
組
合

•
連
合
静
岡
浜
松
地
域
協
議
会

•
龍
山
森
林
組
合

•
浜
松
商
工
会
議
所

•
浜
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

•
浜
松
磐
田
信
用
金
庫
本
店
営
業
部

•
株
式
会
社 

静
岡
銀
行
浜
松
営
業
部

•
有
限
会
社 

ロ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

•
株
式
会
社 

セ
レ
ク
ト

•
株
式
会
社 

ア
イ
舞
阪
オ
フ
ィ
ス

•
ア
マ
ノ 

株
式
会
社
　
細
江
事
業
所

•
杉
山
メ
デ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト 

株
式
会
社

•
ソ
フ
ト
プ
レ
ン
工
業 

株
式
会
社

•
株
式
会
社 

ヤ
マ
ザ
キ

•
有
限
会
社 

ア
イ
エ
ヌ
ジ
ー

•
三
富
印
刷 

株
式
会
社

•
杉
森
印
刷 

株
式
会
社

•
株
式
会
社 

浜
松
山
福

•
株
式
会
社 

イ
ト
ー
シ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

•
有
限
会
社 

ニ
シ
オ

•
浜
松
環
境
維
持
管
理 

株
式
会
社

•
株
式
会
社 

ア
ー
シ
ス

•
株
式
会
社 

青
柳

•
株
式
会
社 

中
野
町
チ
ッ
プ

•
エ
ヌ
・
ア
ー
ル
・
ア
イ

　
　
社
会
情
報
シ
ス
テ
ム 

株
式
会
社

•
有
限
会
社 

コ
ス
モ
グ
リ
ー
ン
庭
好

•
株
式
会
社 

ビ
ー
ム

•
丸
大
食
品 

株
式
会
社

　
　
中
日
本
特
販
営
業
課

•
大
和
リ
ゾ
ー
ト 

株
式
会
社
　

　
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ

•
太
陽
観
光 

株
式
会
社

•
株
式
会
社 

Ａ
Ｚ
Ｕ
ド
ア
ポ
ス
ト

•
株
式
会
社 

ハ
マ
カ
ン
ト
ラ
ベ
ル

•
ス
タ
ジ
オ
・
ア
ー
ル

•
公
益
財
団
法
人 

浜
松
・
浜
名
湖

　
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー

団

　
　体

金
融
・
保
険
業

各
種
販
売
・
サ
ー
ビ
ス

製 

造 

業

謹
賀
新
年

職 

場 

訪 

問

「
セ
ー
フ
テ
ィ・
チ
ェ
ッ
ク
」
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2

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
健
や
か
な

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
年
ど
こ
か
で
大
き
な
自
然
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
が
、昨
年
は
7
月
に
熊
本
地

方
を
襲
っ
た
豪
雨
被
害
が
記
憶
に
残
り
ま

す
。
一
方
、台
風
は
発
生
が
少
な
く
、本
土

に
上
陸
し
た
台
風
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
の
は
助

か
り
ま
し
た
。

夏
の
異
常
な
猛
暑
の
連
続
に
は
参
り
ま

し
た
。
8
月
17
日
に
は
浜
松
市
中
区
で

41
・
1
度
を
観
測
し
、２
０
１
８
年
に
埼

玉
県
熊
谷
市
で
記
録
し
た
国
内
の
観
測
史

上
最
高
に
並
び
ま
し
た
。

安
倍
総
理
の
突
然
の
辞
任
を
受
け
誕
生

し
た
菅
新
政
権
の
掲
げ
た
政
策
理
念「
自

助
・
共
助
・
公
助
」は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
基
本
理
念「
自
主
・
自
立
、

共
同
・
共
助
」と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ

り
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。

浜
松
市
に
お
い
て
は
、「
行
政
区
再
編
」

に
つ
い
て
9
月
に
議
会
で
の
採
決
が
行
わ

れ
、3
分
の
2
以
上
の
賛
成
を
得
て
、議
会

の
特
別
委
員
会
で
今
後
の
具
体
的
な
議
論

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、今
後
の
推
移

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

何
と
言
っ
て
も
昨
年
の
大
き
な
出
来
事

と
い
え
ば
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
中
を
震
撼
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
日
本
に
お
い
て
も
対
応
に
追
わ

れ
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
中
止
さ

れ
、「
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が

1
年
間
延
期
に
な
っ
た
の
は
大
変
残
念
で

し
た
。
浜
松
市
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
、一
時
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ス

ク
と
手
洗
い
の
日
常
は
、こ
れ
か
ら
も
続

く
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
に
な
り
ま
し

た
。さ

て
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

第
4
次
5
ヶ
年
計
画
も
最
後
の
5
年
目
と

な
り
、重
要
課
題
の
目
標
達
成
を
推
進
す

る
所
存
で
あ
り
、会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
切
り
、今
年
も
健
康
で
幸
せ
な

毎
日
が
送
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

安全は　言われる前に　まず実行　《浜松事務所　氏原　公博》



理
事
長

　瀧
本
典
彦

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

私
た
ち
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
に
協
賛
し
て
い
ま
す
。

賛
助
会
員（
順
序
不
同
）

•
三
ケ
日
町
農
業
協
同
組
合

•
連
合
静
岡
浜
松
地
域
協
議
会

•
龍
山
森
林
組
合

•
浜
松
商
工
会
議
所

•
浜
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

•
浜
松
磐
田
信
用
金
庫
本
店
営
業
部

•
株
式
会
社 

静
岡
銀
行
浜
松
営
業
部

•
有
限
会
社 

ロ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

•
株
式
会
社 

セ
レ
ク
ト

•
株
式
会
社 

ア
イ
舞
阪
オ
フ
ィ
ス

•
ア
マ
ノ 

株
式
会
社
　
細
江
事
業
所

•
杉
山
メ
デ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト 

株
式
会
社

•
ソ
フ
ト
プ
レ
ン
工
業 

株
式
会
社

•
株
式
会
社 

ヤ
マ
ザ
キ

•
有
限
会
社 

ア
イ
エ
ヌ
ジ
ー

•
三
富
印
刷 

株
式
会
社

•
杉
森
印
刷 

株
式
会
社

•
株
式
会
社 

浜
松
山
福

•
株
式
会
社 

イ
ト
ー
シ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

•
有
限
会
社 

ニ
シ
オ

•
浜
松
環
境
維
持
管
理 

株
式
会
社

•
株
式
会
社 

ア
ー
シ
ス

•
株
式
会
社 

青
柳

•
株
式
会
社 

中
野
町
チ
ッ
プ

•
エ
ヌ
・
ア
ー
ル
・
ア
イ

　
　
社
会
情
報
シ
ス
テ
ム 

株
式
会
社

•
有
限
会
社 

コ
ス
モ
グ
リ
ー
ン
庭
好

•
株
式
会
社 

ビ
ー
ム

•
丸
大
食
品 

株
式
会
社

　
　
中
日
本
特
販
営
業
課

•
大
和
リ
ゾ
ー
ト 

株
式
会
社
　

　
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｏ

•
太
陽
観
光 

株
式
会
社

•
株
式
会
社 

Ａ
Ｚ
Ｕ
ド
ア
ポ
ス
ト

•
株
式
会
社 

ハ
マ
カ
ン
ト
ラ
ベ
ル

•
ス
タ
ジ
オ
・
ア
ー
ル

•
公
益
財
団
法
人 

浜
松
・
浜
名
湖

　
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー

団

　
　体

金
融
・
保
険
業

各
種
販
売
・
サ
ー
ビ
ス

製 

造 

業

謹
賀
新
年

職 
場 

訪 

問

「
セ
ー
フ
テ
ィ・
チ
ェ
ッ
ク
」

令和3年（2021年）1月 シルバー浜松 第113号

3

�
天
竜
事
務
所

浜
松
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、会
員
の
就
業
中
に
多
発
す
る
傷
害
・

賠
償
事
故
の
削
減
を
目
指
し
、事
故
件
数

の
多
い
草
刈
り
、植
木
剪
定
作
業
を
対
象

に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、刈
払
機
の
安
全
講

習
会
、カ
ル
マ
ー
草
刈
機
の
導
入
な
ど

数
々
の
事
故
防
止
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

し
か
し
、多
く
の
取
り
組
み
に
も
関
わ

ら
ず
、結
果
的
に
事
故
件
数
の
削
減
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、こ

れ
ら
に
加
え
て
平
成
30
年
度
か
ら
、安
全

管
理
委
員
会
で
事
務
所
毎
に
抜
き
打
ち
に

よ
り
現
場
を
巡
回
し
、作
業
の
安
全
性
を

点
検
、調
査
、確
認
す
る「
セ
ー
フ
テ
ィ
・

チ
ェ
ッ
ク
員
」を
設
け
ま
し
た
。

「
セ
ー
フ
テ
ィ
・
チ
ェ
ッ
ク
員
」の
業
務

は
、会
員
の
就
業
場
所
の
情
報
を
入
手
し
、

現
場
に
出
向
き
確
認
表
に
基
づ
き
、会
員

の
装
備
、服
装
の
状
況
、熱
中
症
対
策
や
作

業
現
場
の
状
況
な
ど
細
部
に
わ
た
る
項
目

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、作
業
の
様
子
を
写
真
撮
影

し
、事
務
所
に
報
告
す
る
事
が
業
務
で
す
。

天
竜
事
務
所
に
お
い
て
も
、会
員
の
鈴

木
登
さ
ん
、森
下
茂
司
さ
ん
の
お
二
人
に

セ
ー
フ
テ
ィ
・
チ
ェ
ッ
ク
の
業
務
を
お
願

い
し
、例
月
で
現
場
を
巡
回
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

お
二
人
と
も
、草
刈
り
、植
木
剪
定
の
業

務
の
経
験
も
長
く
、制
度
設
立
時
か
ら
快

く
業
務
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
苦
労
し
て

い
る
点
」や「
や
り
が
い
」な
ど
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

先
ず
、作
業
現
場
を
確
認
す
る
の
が
一

苦
労
で
、事
務
所
で
の
事
前
情
報
だ
け
で

は
、実
際
出
向
い
て
も
既
に
作
業
が
終
了

し
て
い
た
り
、天
候
の
関
係
で
作
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
さ
れ
て
い
た
り
し
て
、

無
駄
足
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
天
竜
事
務
所
管

内
は
、天
竜
、春
野
、佐
久
間
、水
窪
、龍
山

地
区
で
構
成
さ
れ
、面
積
は
浜
松
市
全
体

の
61
％
と
非
常
に
広
い
た
め
、移
動
距
離

が
長
く
、現
場
に
出
向
い
て
も
無
駄
足
と

な
っ
た
場
合
に
は
、精
神
的
、物
理
的
な
ダ

メ
ー
ジ
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
最
近
で
は
、事
務
所
と
、よ
り
連
携

を
強
く
し
、無
駄
足
と
な
ら
な
い
よ
う
最

新
情
報
を
入
手
す
る
努
力
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

ま
た
、「
や
り
が
い
」と
し
て
は
、「
セ
ー

フ
テ
ィ
・
チ
ェ
ッ
ク
員
」を
始
め
た
頃
は
、

同
じ
会
員
の
作
業
の
仕
方
を
採
点
す
る
と

い
う
こ
と
に
正
直
気
が
引
け
る
よ
う
な
消

極
的
な
気
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、現
在
は
作
業
現
場
に
出
向
く
と
、概

ね
作
業
表
示
用
の
三
角
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
が

設
置
し
て
あ
り
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、

飛
び
石
防
止
用
の
防
護
ネ
ッ
ト
や
パ
ネ
ル

を
使
用
し
作
業
を
し
て
い
る
な
ど
、安
全

対
策
に
会
員
が
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
が
見
ら
れ
、今
ま
で
地
道
に
各
現

場
を
巡
回
し
て
き
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

お
二
人
と
も
、こ
れ
か
ら
も「
セ
ー
フ

テ
ィ
・
チ
ェ
ッ
ク
員
」と
し
て
現
場
を
巡

回
し
て
い
く
こ
と
で「
事
故
が
少
し
で
も

未
然
に
防
止
で
き
れ
ば
、こ
ん
な
に
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
は
な
い
」と
笑
顔
で
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
セ
ー
フ
テ
ィ
・
チ
ェ
ッ
ク
員
」の
巡
回

を
き
っ
か
け
に
し
て
、就
業
す
る
会
員
一

人
ひ
と
り
が
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
等
の
異
常
を

少
し
で
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
な
れ
ば
、

自
然
と
事
故
件
数
は
減
少
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

会
員
の
お
二
人
に
は
、取
材
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

気を抜くな　慣れた作業に落とし穴　確認不足は事故のもと　《浜北事務所　竹内　登志夫》

セーフティ・チェックはしっかり記録して

作業会員へのちょっとしたアドバイスも

チェック作業を無事終えてホッとするお二人



表 
紙 

写 

真

表 
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写 

真

「
渡
ヶ
島
諏
訪
神
社
の
ク
ス
ノ
キ
」

天
竜
区
渡
ヶ
島

　
天
竜
川
右
岸
の
渡
ヶ
島
諏
訪
神
社
の

社
叢
に
ク
ス
ノ
キ
の
巨
木
が
2
本
立
っ
て

い
る
。い
ず
れ
劣
ら
ぬ
立
派
な
巨
木
だ

が
、社
殿
に
向
か
っ
て
右
手
前
の
ク
ス
ノ

キ
が
樹
高
36
ｍ
で
幹
回
り
8
ｍ
、奥
の
ク

ス
ノ
キ
が
樹
高
46ｍ
で
幹
周
り
は
7.5ｍ
で

あ
る
。

　
社
叢
は
１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）

9
月
に
浜
松
市（
旧
天
竜
市
）指
定
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

「
新
人
用
務
員
接
遇
研
修
会
」開
催

令和3年（2021年）1月シルバー浜松第113号

4

8
月
下
旬
に
浜
松
事
務
所
大
会
議
室
、

浜
北
文
化
セ
ン
タ
ー
、み
を
つ
く
し
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
新
人
の
学
校
用
務
員

向
け
の
接
遇
研
修
会
を
開
催
し
、総
勢
94

名
が
受
講
し
ま
し
た
。

研
修
の
目
的
は
、児
童
・
生
徒
を
第
一
に

考
え
、良
い
マ
ナ
ー
で
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
お
互
い

に
思
い
や
り
を
持
ち
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

大
切
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

う
中
、感
染
防
止
の
た
め
に
会
場
の
人
数

制
限
、受
付
時
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、検

温
、マ
ス
ク
着
用
を
徹
底
し
、ま
た
休
憩
時

に
は
部
屋
の
換
気
や
マ
イ
ク
の
消
毒
を
行

い
ま
し
た
。

講
師
は
浜
松
市
内
の
株
式
会
社
Ｓ
Ｓ
ブ

レ
イ
ン（
新
人
研
修
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
な

ど
を
行
な
う
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
）に
依
頼
し
ま
し
た
。

研
修
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1　

私
た
ち
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

2　

好
感
を
与
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
　

ン
の
ベ
ー
ス
を
整
え
ま
し
ょ
う

3　

仕
事
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン「
ホ

　
　

ウ
レ
ン
ソ
ウ
」

4　

電
話
応
対
の
基
本
を
身
に
つ
け
ま

　
　

し
ょ
う

5　

来
客
応
対
の
基
本
を
身
に
つ
け
ま

　
　

し
ょ
う

6　

会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　

を
良
好
に
し
ま
し
ょ
う

研
修
開
始
早
々
に
隣
の
席
の
方
と
ペ

ア
に
な
っ
て
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

氏
名
だ
け
で
な
く
、趣
味
や
最
近
の
マ
イ

ブ
ー
ム
、学
校
用
務
員
と
し
て
気
を
つ
け

い
る
こ
と
を
話
し
合
う
内
に
、最
初
は
初

対
面
で
緊
張
し
て
い
た
受
講
者
の
皆
さ
ん

か
ら
マ
ス
ク
越
し
に
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

【
私
た
ち
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
】で

は
、「
節
度
の
あ
る
接
し
方
」「
安
全
で
よ

り
良
い
環
境
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
ペ
ア

で
意
見
を
出
し
合
い
発
表
す
る
機
会
も
あ

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
意
見
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の

が「
先
生
に
対
す
る
態
度
、言
葉
」に
気
を

つ
け
る
こ
と
で
し
た
。
学
校
は
た
く
さ
ん

の
人
が
出
入
り
す
る
場
所
で
あ
り
、誰
が
、

ど
こ
で
見
聞
き
し
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
過
剰
な
敬
語
を
使
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、語
尾
に「
で
す
」、「
ま
す
」を
付

け
る
だ
け
で
印
象
は
変
わ
り
ま
す
。
相
手

に
与
え
る
印
象
を
考
え
て
接
す
る
こ
と
が

学
校
用
務
員
と
し
て
就
業
す
る
上
で
大
切

で
す
。

ま
た
、守
秘
義
務
の
遵
守
に
つ
い
て
も

学
び
ま
し
た
。
浜
松
市
内
で
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
、市
民
の
皆
さ
ま
も
敏
感
に
な
っ
て

ひやり、　はっとは　事故の前ぶれ　即対策で　無災害　《浜北事務所　浦上　昌》

検温の様子（浜松）

休憩時の換気の様子（浜松）

研修会の様子（浜松）

自己紹介をし合う受講者（浜松）

マスク越しにも笑顔が見られる受講者（浜松）
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「
渡
ヶ
島
諏
訪
神
社
の
ク
ス
ノ
キ
」

天
竜
区
渡
ヶ
島

　
天
竜
川
右
岸
の
渡
ヶ
島
諏
訪
神
社
の

社
叢
に
ク
ス
ノ
キ
の
巨
木
が
2
本
立
っ
て

い
る
。い
ず
れ
劣
ら
ぬ
立
派
な
巨
木
だ

が
、社
殿
に
向
か
っ
て
右
手
前
の
ク
ス
ノ

キ
が
樹
高
36
ｍ
で
幹
回
り
8
ｍ
、奥
の
ク

ス
ノ
キ
が
樹
高
46ｍ
で
幹
周
り
は
7.5ｍ
で

あ
る
。

　
社
叢
は
１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）

9
月
に
浜
松
市（
旧
天
竜
市
）指
定
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

「
新
人
用
務
員
接
遇
研
修
会
」開
催

令和3年（2021年）1月 シルバー浜松 第113号
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い
ま
す
。
就
業
中
に
知
り
得
た
こ
と
は
、

家
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、他
に
漏
ら
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
事
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。

【
電
話
応
対
の
基
本
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
】で
は
、電
話
の
受
け
方
、取
り
次

ぎ
方
に
つ
い
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ（
役

割
演
技
）形
式
で
行
い
ま
し
た
。
電
話
は

「
見
え
な
い
学
校
の
窓
口
」で
す
。
電
話
を

通
じ
て
相
手
に
与
え
る
印
象
が
、学
校
の

印
象
を
決
め
て
し
ま
い
ま
す
。
皆
様
に
も

電
話
に
出
た
人
の
応
対
が
悪
か
っ
た
こ
と

で
、そ
の
会
社
、団
体
が
悪
い
印
象
に
な
っ

て
し
ま
う
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
、間
違
い
な
く
電
話
を
取
り
次
ぐ

た
め
に「
カ
タ
カ
ナ
で
メ
モ
す
る
こ
と
が

コ
ツ
」と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
理
由

は
漢
字
よ
り
も
画
数
が
減
り
、す
ぐ
に
書

け
る
た
め
で
す
。

最
後
に
、明
日
か
ら
の
努
力
目
標
を
一

つ
考
え
て
も
ら
い
、隣
の
席
の
方
と
宣
言

し
合
い
終
了
し
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は「
内
容
が
一
般
的
で
は

な
く
、学
校
用
務
員
向
け
で
具
体
的
で
わ

か
り
や
す
か
っ
た
」「
早
速
今
日
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
た
い
」「
電
話
応
対
で
メ

モ
す
る
時
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
み
る
」

と
い
っ
た
よ
う
な
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、研
修
時
間
は
2
時
間
半
と
長
時

間
の
研
修
で
し
た
が
、講
師
か
ら
の
一
方

的
な
話
を
聞
く
の
で
は
な
く
、ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
形
式
で
研
修
を
行
っ
た
結
果
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
た
と
い
う

声
も
あ
り
ま
し
た
。

研
修
終
了
後
の
受
講
者
か
ら
早
速
、礼

儀
正
し
く
、さ
わ
や
か
な
笑
顔
で「
今
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
言
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
今
回
開
催
し
た
事
務
局
と

し
て
は
う
れ
し
い
限
り
で
し
た
。

なれた箇所　油断大敵　事故のもと　《天竜事務所　田畑　雅彰》

身振り手振りで説明する講師（浜北）ロールプレイングの様子（北区）

最後は正しいお辞儀で研修会を終了しました（北区）

熱心に研修を受ける様子（浜北）



健
康
十
訓

一
、
少
肉
多
菜

二
、
少
塩
多
酢

三
、
少
糖
多
果

四
、
少
食
多
噛

五
、
少
衣
多
浴

六
、
少
言
多
行

七
、
少
欲
多
施

八
、
少
憂
多
眠

九
、
少
車
多
歩

十
、
少
憤
多
笑

柿
本
人
麻
呂
歌
集

足
引
の
山
河
の
瀬
農
　
響
留
な
へ
尓

由
槻
可
嶽
に
雲
多
知
渡
る

名
所
の
四
季

　
　

　
　
　
　
　
　
　佐
藤
春
夫

春
は
あ
け
ぼ
の
　
む
ら
さ
き
に

横
ぐ
も
に
ほ
ひ
　
た
だ
よ
ひ
ぬ

引
佐
細
江
は
　
潮
み
ち
て

那
智
の
み
山
に
　
夏
ぞ
好
き

す
ず
し
き
朧
の
　
お
も
か
げ
を

う
す
も
の
ま
と
ふ
　
美
女
と
見
て

八
嶽
の
山
裾
　
野
邊
山
に

秋
く
さ
あ
ま
た
　
花
さ
け
ど

尾
花
ぞ
わ
び
の
　
好
も
し
き

十
和
田
の
湖
の
　
雪
げ
し
き

見
る
は
雲
間
の
　
月
ば
か
り

訪
ふ
も
の
は
　
た
だ
ふ
ぶ
き

※「
名
所
の
四
季
」は

佐
藤
春
夫
作
詞
・
山
田
耕
筰

作
曲
の
歌
で
昭
和
二
十
八
年

の
ラ
ジ
オ
歌
謡
で
歌
わ
れ
ま

し
た
。

精
進

　新型コロナウイルス感染拡大により、高齢者の身体活動時間（運動量）は
約3割減少（国立長寿医療研究センター調べ）したそうです。高齢者の場合、
運動量が低下することで、転倒・骨折しやすくなります。
　就業前の準備体操を行っていただくとともに、普段の生活においても下記
のロコモーショントレーニングを実施するなど、健康を維持するために積極
的に運動し、身体機能の維持に取り組んでください。

① 4月18日　70代女性
　 清掃作業中、掃除機を取り出そうとしたところバランスを崩し転倒、背骨を骨折。　
② 5月11日　80代女性
　 清掃作業中にごみ捨てに行く際、段差につまずき転倒、左前腕部を骨折。　
③ 7月8日　60代男性　
　 用務員作業中、雨漏りの確認に行く途中渡り廊下の曲がり角で滑り転倒、肋骨を骨折。　
④ 9月4日　70代男性
　 除草作業を終え、現場写真を撮影中、坂道が濡れていて滑って転倒、唇の切傷と歯折。　
⑤ 9月8日　60代男性　
　 用務員作業の移動中、渡り廊下の段差につまずき転倒、左大腿骨を骨折。

転倒事故が多発しています！！

（公益社団法人　日本整形外科学会より）

令和3年（2021年）1月シルバー浜松第113号
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急ぐとも　焦らず慌てず無理をせず　心の余裕ありますか　《浜松事務所　吉賀　秀夫》

日
本
語
の
良
さ
は
漢
字
、か
な
、カ
タ
カ

ナ
で
表
現
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

筆
書
き
に
す
る
と
優
し
さ
や
力
強
さ
等

の
表
現
が
際
立
つ
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ

ま
す
。

今
後
も
精
進
し
、心
に
伝
わ
る
文
字
を

手
紙
や
壁
掛
け
等
に
し
て
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
、心
豊
か
に
暮
ら
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

北
区
支
所　

森
上　

裕
子

�

（
雅
号　

森
上　

裕
翠
）



健
康
十
訓

一
、
少
肉
多
菜

二
、
少
塩
多
酢

三
、
少
糖
多
果

四
、
少
食
多
噛

五
、
少
衣
多
浴

六
、
少
言
多
行

七
、
少
欲
多
施

八
、
少
憂
多
眠

九
、
少
車
多
歩

十
、
少
憤
多
笑

柿
本
人
麻
呂
歌
集

足
引
の
山
河
の
瀬
農
　
響
留
な
へ
尓

由
槻
可
嶽
に
雲
多
知
渡
る

名
所
の
四
季

　
　

　
　
　
　
　
　
　佐
藤
春
夫

春
は
あ
け
ぼ
の
　
む
ら
さ
き
に

横
ぐ
も
に
ほ
ひ
　
た
だ
よ
ひ
ぬ

引
佐
細
江
は
　
潮
み
ち
て

那
智
の
み
山
に
　
夏
ぞ
好
き

す
ず
し
き
朧
の
　
お
も
か
げ
を

う
す
も
の
ま
と
ふ
　
美
女
と
見
て

八
嶽
の
山
裾
　
野
邊
山
に

秋
く
さ
あ
ま
た
　
花
さ
け
ど

尾
花
ぞ
わ
び
の
　
好
も
し
き

十
和
田
の
湖
の
　
雪
げ
し
き

見
る
は
雲
間
の
　
月
ば
か
り

訪
ふ
も
の
は
　
た
だ
ふ
ぶ
き

※「
名
所
の
四
季
」は

佐
藤
春
夫
作
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・
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作
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の
歌
で
昭
和
二
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年

の
ラ
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歌
謡
で
歌
わ
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ま
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た
。

精
進

　新型コロナウイルス感染拡大により、高齢者の身体活動時間（運動量）は
約3割減少（国立長寿医療研究センター調べ）したそうです。高齢者の場合、
運動量が低下することで、転倒・骨折しやすくなります。
　就業前の準備体操を行っていただくとともに、普段の生活においても下記
のロコモーショントレーニングを実施するなど、健康を維持するために積極
的に運動し、身体機能の維持に取り組んでください。

① 4月18日　70代女性
　 清掃作業中、掃除機を取り出そうとしたところバランスを崩し転倒、背骨を骨折。　
② 5月11日　80代女性
　 清掃作業中にごみ捨てに行く際、段差につまずき転倒、左前腕部を骨折。　
③ 7月8日　60代男性　
　 用務員作業中、雨漏りの確認に行く途中渡り廊下の曲がり角で滑り転倒、肋骨を骨折。　
④ 9月4日　70代男性
　 除草作業を終え、現場写真を撮影中、坂道が濡れていて滑って転倒、唇の切傷と歯折。　
⑤ 9月8日　60代男性　
　 用務員作業の移動中、渡り廊下の段差につまずき転倒、左大腿骨を骨折。

転倒事故が多発しています！！

（公益社団法人　日本整形外科学会より）
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これくらい　大丈夫と思う心に　事故が待つ　《浜北事務所　鈴木　貞雄》



8
月
17
日
、
午
後
0
時
10
分
、
浜
松
市
の

最
高
気
温
は
、
二
年
前
、
埼
玉
県
の
熊
谷
市

が
記
録
し
た
日
本
一
の
41
・
1
度
に
並
ん
だ
。

「
未
だ
か
つ
て
な
い
」
が
連
呼
さ
れ
る
昨
今

の
異
常
気
象
の
現
れ
の
一
つ
か
。

さ
て
、
今
年
一
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
そ

れ
に
関
わ
る
話
題
で
持
ち
き
り
。「
新
し
い

生
活
様
式
、
自
粛
、
リ
モ
ー
ト
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
」
等
々
と
聞

き
慣
れ
な
い
言
葉
が
飛
び
交
っ
た
。
経
済
的

疲
弊
、
肉
体
的
、
精
神
的
疲
れ
と
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
現
れ
た
。

前
述
の
最
高
気
温
日
本
一
を
受
け
て
浜
松

市
は
9
月
1
日
、「
浜
松
は
日
本
一
暑
く
、

人
も
熱
い
」
の
横
断
幕
を
市
内
三
箇
所
に
掲

げ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
酷
暑
を
逆
手
に

と
っ
た
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
と
「
や
ら
ま
い

か
」
の
心
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
考
え
、
学

ん
だ
こ
と
も
多
い
。

年
の
瀬
を
迎
え
、
新
し
き
年
に
向
け
て
一

歩
前
へ
！

 

会
報
編
集
委
員
　
髙
林
　
爾

例
年
1
〜
2
月
に
開
催
し
て

お
り
ま
す
「
地
域
連
絡
会
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
時
期
で
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

が
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、
本
年

度
に
つ
き
ま
し
て
は
中
止
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地域連絡会の中止について

講習会のリクエスト開催について

事務局だより

　昨年10月より11月にかけまして講習会の募集をしましたところ、多数の応募がありました。ご希望さ
れても抽選で漏れてしまった方から「会員意向調査」等で、追加開催希望が寄せられるなど反響があり
ましたので、今回“会員の方限定”で開催することと致しました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止の措置を十分に講じて行いますので、皆さまの参加をお待ちして
います。
　各講習会は複数回開催しますが、内容は同一です。
※電話（053-454-2031）での事前申し込みが必要です。申込締切日：1月5日（金）
　受付9：00～17：00（土日・祝日及び12月29日～1月3日は、お休みとなります）
※申し込み多数の場合は抽選となります。受講の決定は郵送でお知らせします。
※シルバー浜松事務所には駐車場がありませんので、公共交通機関でお越しください。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

2月 2日（火）

2月 2日（火）

2月 5日（金）

2月 5日（金）

2月24日（水）

1月22日（金）

2月15日（月）

2月24日（水）

10：00～12：00

13：30～15：30

10：00～12：00

13：30～15：30

10：00～12：00

9：30～12：00

9：30～12：00

9：30～12：00

10

10

10

10

10

15

15

15

浜北文化センター

浜北文化センター

シルバー浜松事務所

シルバー浜松事務所

シルバー浜松事務所

シルバー浜松事務所

シルバー浜松事務所

浜北文化センター

No.講習会名 開催日 開催時間 定員 会場

筆ペンで上手にご祝儀
袋のお名前書きなどし
ましょう。（内容は10～
11月と同じです）

美文字講習会

可愛い小物入れを作り
ましょう。（材料費500
円が当日必要）

クラフトバンド

会員限定
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